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こ
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プ
ロ
グ
ラ
ム
は…

本プログラムは、障害のある学生（障害学生）のためのジョブシャ
ドウイングプログラムです。ジョブシャドウイングとは、学生が社員
に終日ぴったりと張り付いて、職場での仕事の内容や進め方を
じっくり観察することです。社員の方の仕事ぶりを間近で観察する
ことで、企業で働く上でどのような力やスキルが求められるのかを
学びます。また、本プログラムでは、障害学生と企業の間で双方の
コミュニケーションを支援する中間支援組織（主に大学の障害
学生支援部署）が関わり、プログラムの遂行をバックアップします。

準
備

実働
2~3日

１ 受け入れ部署を決める

人事担当者

自社でどんな活躍を
してほしい？

どの部署がいい？

2 シャドウイングの
対象の社員を決める

社員

現地？オンライン？

どの業務を
見てもらおう？

いつの時期の1日を
見てもらおう？

3 ジョブシートを
作成する

Point!
企業と学生の間で
秘密保持契約を
交わしましょう。
ボランティア保険に
加入しましょう。

支援部署からの
バックアップ

支援担当者

●

●

ジョブシャドウイング
の開始について
話し合いと相談

実
施

3日～
１週間

出勤

学生は出勤体験
オンラインでの
テレワーク体験も可

始業

1日の流れ
の確認

シャドウイング

社員は普段と同じように働く
学生はじっくり観察する
適宜Q&Aや意見交換の時間を持つ

終業

1日の振り返り
フィードバック

学生への説明

学生

参加学生を企業に紹介

期間中の企業・学生の
コミュニケーションの

サポート

振
返
り

実働
１日

それぞれの気づきと学びを共有します

人事担当者

学生と話してみて、
普段は自分が意識
していないことが
必要なスキルだった
と気づいた

社員

職場のインクルージョン
について話題にした事
を、障害当事者として
どう感じたか率直に
聞けてよかった

学生

実際に働いてるわけではないから、
感じた困難さを率直に相手に
言いやすい

企業って予想
以上に自由な
働き方が選べる！

支援担当者

● 
● 

● 
● 
● 

企業、学生、支援担当者
での振り返りミーティング

の調整と実施

企業が得られること
学生と社員が普段の職場で数日を共にすること
で、同じ職場で障害のある若者とどう働くかを具
体的にイメージできます。通常業務を観察するプ
ログラムなので、特別な職務の準備は不要です。
障害のある方に社内のどの職場でどう活躍しても
らいたいかを考える事前ワークも。大学のサポー
トも得られ、学生と安心して対話できます。

障害学生が得られること
普段の職場で働く社員を観察しつつ、一日の折々
で質問や交流ができるので、企業でのリアルな働
き方、求められる知識やスキルを知ることができ
ます。社員の方への質問や交流を通じて、自らの
ニーズについて適切に職場に説明する経験を得る
こともできます。シャドウイングで学んだことは、
今後の就活や大学での学びに活かしましょう！

支援部署が得られること
アルバイトやインターンシップを経験したことのな
い障害学生に対して、企業でのリアルな働き方を
学ぶ機会や、自らのニーズを説明するセルフアドボ
カシーにチャレンジする機会を提供できます。企
業の方とインクルーシブな働き方について話し合っ
たり、障害のある学生について、偏見のない理解
を広げたりする機会にもなります。

本プログラムの実施マニュアル（http://doit-japan.org/js にて公開中）は、DO-IT Japanと株式会社みずほフィナンシャ
ルグループの2020年度共催事業に基づき開発されました。本プログラムは、大学と企業の連携によるボランティア活動
として実施しています。実施に関心のある大学や企業の方は、DO-IT Japanが協力している東京大学「障害と高等教
育に関するプラットフォーム PHED」から、実施の助言や支援機器等の無償貸出等を受けることができます。ご希望の方
は、PHED事務局       phed@at.rcast.u-tokyo.ac.jp までご連絡ください。

（DO-IT Japanジョブシャドウイングプログラム・概要チラシ第2版・2022年4月22日発行）


